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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

参加者の意見 議会の意見

市長
教育長へ

　大町市議会は、本年度、新たな取り組みとしてワークショップ方式の意見交換会
を開催しました。
　第１回目は11月19日、大町市消防団幹部の皆さんと「防災訓練について」をテーマ
とし、議員と団員が４つの班に分かれて意見を述べ合いました。議会からの一方通
行ではない意見交換会で皆様から頂いた生のご意見を、今後の議会からの提言に生
かしてまいります。

〇防災訓練、マンネリ化してないか？
・防災訓練への参加者は役員ばかり。若者か
ら高齢者まで参加し易い工夫を。

・訓練内容も具体性や実用性がなくマンネリ
化している。

・訓練内容が形式的で参加のメリットが感じ
られず楽しくない。

・日頃からの近所の関係づくりも減災に役立
つ。

〇防災意識の低さが課題
・大災害のない大町市では防災意識が低い。
・災害が起きても大丈夫だと過信し、災害時
には誰かが何かやってくれると思っている。
・自治会役員の任期が１年で防災意識が高ま
りにくい。また防災のためのリーダーが不
足している。
・防災訓練の参加者が少ないのは、防災意識
の低さも要因のひとつ。

1.消防団活動報酬の増額
　団員の確保とやる気を高めるため。

2.団員確保への協力
　市は団とともに具体的な確保策をす
べき。

3.消防フェスタへの助成金増額
　市民意識醸成のため消防フェスタを
盛り上げる必要がある。

4.出初式式典の改善
　団員の意向を優先・尊重すべきであ
り、簡素化が必要。

5.防災教育の実施
　あらゆる機会をとらえ、現実に即し
た市民への防災教育が必要。

6.防災マップの更新
　より実態に即した防災マップとマ
ニュアルを早期に更新し、全戸配布
すべき。

お声がけください、
議員がうかがいます！
　大町市議会は、地区の集まりや
職場、学校・保育園の保護者のみ
なさんなど、議員と話したい、考
えを聞きたいという方が集まると
ころへうかがいます！ご希望の方
は議会事務局へご連絡ください。

　12月17日、参加者からの意
見に議会の意見を付して、左
記のとおり市長に送付。令和
2年1月24日までに、各意見・
要望への回答を依頼。

回答は次回の議会だよりで
お伝えします
　いただいたご意見は、聞きっ
ぱなしにしません！

一緒に活動して
防災意識を
高めよう！

●参加したくなる防災訓練を
・子どもには楽みながら参加できる訓練を、
大人には被災者の体験談や防災士等の講演
会、過去の災害の展示スペース設置など。
・運動会や一斉清掃、敬老会の開催時に防災
訓練を行うことも効果的では。
・出初式に防災訓練を取り入れては。
・防災訓練開催について周知の工夫を。

●防災意識向上は子どもの頃から
・市の防災マップを利用しやすく作り直すこ
とが重要では。
・危機管理意識を高めるため子供の頃からの
防災教育が重要。

●活動への補助を
・防火服等の装備品への補助を。
・来年10周年となる消防フェスタに更なる
助成をお願いしたい。
・団員への手厚い報酬を。

あなたの声が
議会を動かす！

議会事務局　0261-22-1139

意見交換会┃消防団と議会
第１回おでかけ議会

訓練に参加してもらわなければはじまらない

ワークショップのまとめを発表

ワークショップ形式で、全員参加

大町市
ホームページ▶
議会▶
意見交換会

あなたの声をとどける議会のサイクル

意見交換会
（市民の意見）

担当部局
（意見につい
て検討）

議会
（意見のとり
まとめ）

議会
（回答を検証）

市民の声を
キャッチ

回答の実施状況を検討
市民にフィードバック

意見をまとめ
行政へ

意見に対する
回答を議会に
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が

行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

委員会代表質問会派代表質問

問　
本
定
例
会
か
ら
、
重
要
な
問
題
に
つ
い
て

は
委
員
会
全
体
で
テ
ー
マ
を
絞
り
、
委
員
会
代
表

質
問
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
防
災
・
減
災
に
つ

い
て
市
の
対
応
を
お
聞
き
す
る
。
市
が
想
定
す
る

最
も
大
き
な
災
害
は
何
と
何
か
。

答　
一
番
に
掲
げ
る
の
は
、
内
陸
断
層
型
地
震
。

次
に
大
型
台
風
な
ど
に
よ
る
風
水
害
で
あ
る
。

問　
消
防
団
と
の
意
見
交
換
会
で
も
、
防
災

マ
ッ
プ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
・
更
新
の
要
望
が

あ
っ
た
。
新
年
度
予
算
で
対
応
す
る
気
は
な
い
か
。

答　
当
市
で
は
22
年
度
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
や
、
浸
水
想
定
区
域
・
避
難
所
等
の
防
災
施

設
を
記
載
し
た
防
災
マ
ッ
プ
と
、
災
害
へ
の
備
え

方
・
心
構
え
な
ど
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
セ
ッ
ト

に
し
て
全
戸
配
布
し
た
。
変
更
が
あ
れ
ば
、
ホ
ー

問　
義
務
教
育
あ
り
方
検
討
委
員
会
は
、
去
る

11
月
６
日
、
旧
市
内
に
あ
る
小
学
校
４
校
を
２
校

へ
、
中
学
校
２
校
を
１
校
に
再
編
す
る
素
案
を
示

し
た
。
10
年
前
２
、
６
３
７
人
い
た
小
中
学
生
が
、

今
年
度
１
、
７
４
３
人
と
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
。

国
が
示
す
標
準
規
模
は
小
中
学
校
共
に
、
１
校

「
12
学
級
以
上
18
学
級
以
下
」と
な
っ
て
い
る
。
素

案
の
内
容
と
実
施
に
至
る
過
程
は
。

答　
昨
年
７
月
こ
の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市

民
・
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
学
校
現

場
等
か
ら
小
規
模
校
化
に
よ
る
課
題
等
を
踏
ま
え
、

望
ま
し
い
将
来
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

国
に
よ
る
学
校
規
模
を
基
本
に
、
通
学
区
の
見
直

し
と
再
編
を
行
う
こ
と
で
、
小
学
校
２
校
、
中
学

校
１
校
と
す
る
素
案
が
示
さ
れ
た
。
今
後
、
教
育

ム
ペ
ー
ジ
上
で
更
新
し
て
い
る
。
マ
ッ
プ
は
、
し

ま
い
込
ん
だ
り
、
紛
失
し
た
り
、
有
効
活
用
さ
れ

て
い
な
い
。
28
年
度
以
降
は
、
自
治
会
集
会
所
な

ど
に
、
大
判
で
最
新
の
マ
ッ
プ
を
提
供
し
て
い
る
。

問　
想
定
外
の
、
例
え
ば
ダ
ム
決
壊
な
ど
、
調

査
研
究
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
ダ
ム
決
壊
は
非
現
実
的
で
あ
る
。
想
定
外

の
事
象
の
想
定
は
限
度
が
見
え
な
い
。
想
定
外
の

大
規
模
災
害
に
備
え
る
に
は
公
共
投
資
経
費
が
必

要
と
な
る
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
基
本
理
念

委
員
会
へ
提
言
い
た
だ
き
、
総
合
教
育
会
議
に
お

い
て
協
議
を
行
う
。
教
育
委
員
会
と
し
て
実
施
計

画
を
策
定
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
手
続

き
後
、
計
画
を
ま
と
め
る
。

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
と
支
援
は

問　
不
登
校
の
実
態
と
長
期
化
し
て
い
る
児
童

生
徒
へ
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

答　
小
学
校
で
９
名
。
長
期
化
し
て
い
る
の
は

２
名
。
中
学
校
で
は
12
名
長
期
化
は
５
名
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
子
育
て
支
援
課
、
福
祉
課
、
児
童

相
談
所
、
医
療
機
関
等
と
支
援
チ
ー
ム
を
組
み
、

家
庭
を
含
め
た
総
合
的
な
支
援
に
努
め
て
い
る
。

困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
学
校
以
外
の
児
童

支
援
組
織
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

等
、
息
の
長
い
支
援
に
努
め
て
い
る
。

問　
当
市
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
と
支
援
は
。

答　
本
年
度
の
長
野
県
に
よ
る
調
査
で
は
、
総

数
は
２
、
２
９
０
人
で
15
歳
～
39
歳
が
約
37
％
。

40
歳
以
上
が
約
63
％
。
市
内
の
ひ
き
こ
も
り
は
28

人
で
あ
る
。
若
年
層
が
54
％
。
中
高
年
が
46
％
で

あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
指
導
員
が
学
校
教
育
指
導

主
事
や
家
庭
児
童
相
談
員
等
、
子
育
て
、
福
祉
関

係
の
部
署
や
児
童
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
児
童
相

談
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
な
が
ら
支
援

を
継
続
し
て
い
る
。

を
、
一
人
一
人
が
実
践
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

問　
（
部
長
へ
）も
う
一
度
お
聞
き
す
る
。
ダ
ム

決
壊
な
ど
研
究
す
る
気
は
あ
る
か
。

答　
研
究
す
る
。

●
関
連
質
問
　（
宮
田
一
男
）

問　
平
成
22
年
の
防
災
マ
ッ
プ
で
は
住
民
の
命

は
守
れ
な
い
。
マ
ッ
プ
の
更
新
は
。

答　
前
回
の
マ
ッ
プ
作
製
費
用
は
５
０
０
万
円

だ
っ
た
。
予
算
計
上
は
し
て
い
な
い
が
真
摯
に
対

応
す
る
。

●
関
連
質
問
　（
二
條
孝
夫
）

問　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と
い
う
例
が
あ

る
。
市
民
へ
の
避
難
勧
告
は
ど
う
す
る
か
。

答　
各
家
へ
戸
別
受
信
機
の
一
層
の
普
及
を
図

る
。
ま
た
半
鐘
の
様
な
音
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

●
関
連
質
問
　（
降
旗
達
也
）

問　
台
風
19
号
の
時
、
情
報
を
得
よ
う
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
た
が
閲
覧
で
き
な
か
っ

た
。
原
因
は
何
か
。
ま
た
対
応
は
。

答　
光
ケ
ー
ブ
ル
に
不
具
合
が
生
じ
た
。
原
因

を
改
善
し
、
現
在
は
問
題
な
く
利
用
が
可
能
。

●
関
連
質
問
　（
大
竹
真
知
子
）

問　
防
災
に
関
す
る
教
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

取
り
入
れ
る
考
え
は
。

答　
授
業
時
間
は
限
ら
れ
る
が
過
去
の
災
害
を

学
ぶ
な
ど
密
度
の
濃
い
教
育
を
し
て
い
き
た
い
。

大
麻
汚
染
予
防
策
は

問　
昨
年
、
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た
意

識
・
実
態
調
査
に
よ
る
と
約
７
万
人
の
回
答
の
う

ち
２
４
９
人
が
大
麻
の
使
用
経
験
あ
り
と
回
答
し

た
。
今
の
非
行
の
き
っ
か
け
が
ネ
ッ
ト
の
世
界
に

移
り
、
把
握
し
に
く
い
実
態
と
な
っ
て
い
る
。
生

徒
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
使
用
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
や
啓
発
、
予
防
教
育
の
取
組
み
は
。

答　
全
国
の
大
麻
使
用
の
検
挙
者
は
、
本
年
度

上
半
期
で
２
、
０
９
３
人
、
そ
の
内
２
８
３
人
が

未
成
年
者
で
あ
る
。
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

不
正
な
サ
イ
ト
に
は
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
指
導

し
、
家
庭
内
で
ル
ー
ル
を
設
け
る
等
対
応
し
て
い

く
。
大
麻
の
人
体
に
及
ぼ
す
危
険
性
に
つ
い
て
指

導
し
、
薬
物
乱
用
防
止
に
努
め
て
い
く
。

驚
く
べ
き

防
災
意
識
の
低
さ

少
子
化
時
代
の
義

務
教
育
の
あ
り
方

総
務
産
業
委
員
長
　
髙た
か

橋は
し

　
正た
だ
し

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ
　
岡お
か

　
秀ひ
で

子こ

が
問
う

満々と水をたたえる高瀬ダム。巨大地震でも絶対壊れないと言い切れるか？

市民と小中学校の保護者を対象としたアンケート

大
型
化
す
る
災
害
、
想
定
外
を

想
定
す
る
の
は
当
た
り
前
！

も
っ
と
市
民
全
体
で
の

議
論
が
必
要
で
は
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一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

個人質問

問　
台
風
19
号
の
被
災
地
へ
伺
い
泥
を
か
ぶ
っ

た
リ
ン
ゴ
畑
を
見
て
言
葉
を
失
っ
た
。
激
甚
化
す

る
災
害
は
環
境
変
動
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

大
町
市
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
平
成
12
年
度
か
ら
ご
み
の
分
別
回
収
を
実

施
し
化
石
燃
料
の
使
用
削
減
を
進
め
て
き
た
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
は
町
川
発
電
所
の
他
、

市
が
直
接
実
施
す
る
事
業
で
は
な
い
が
、
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
の
供
給
等
に
取
り
組
む
動
き
も
あ
る
。

引
き
続
き
気
候
変
動
の
緩
和
対
策
に
努
め
る
。

問　
大
町
市
で
開
業
す
る
水
企
業
が
教
育
委
員

会
と
共
同
で
、
環
境
教
育「
水
育
」を
進
め
る
、
と

の
記
事
を
見
た
。
ど
ん
な
も
の
か
。

答　
生
命
と
水
の
関
わ
り
、
水
源
を
涵
養
す
る

森
林
の
機
能
な
ど
、
水
資
源
の
保
全
と
水
環
境
の

問　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
で
、
障
が
い
が

あ
る
方
も
多
く
の
作
品
を
安
全
に
鑑
賞
で
き
る
よ

う
最
大
限
配
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
大
変
に
重
要
と
考
え
る
。
付
き
添
い
や
介

助
な
ど
が
必
要
な
作
品
が
設
置
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
❶
の
視
点
で
マ
ッ

プ
表
示
を
行
う
こ
と
も
検
討
す
る
。

問　
障
が
い
者
の
文
化
芸
術
活
動
推
進
の
た
め

の
基
本
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
障
が
い
者
の
文
化
芸
術
活
動
推
進
の
基
本

計
画
は
な
い
が
、「
障
害
者
計
画
お
お
ま
ち
」や「
生

涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
」に
の
っ
と
り
、
福
祉
課
等

と
連
携
し
、
全
て
の
市
民
が
等
し
く
文
化
芸
術
に

触
れ
参
加
で
き
る
機
会
や
環
境
を
提
供
す
る
。

問　
泉
地
区
の
臭
気
対
策
の
現
状
と
成
果
は
。

答　
泉
地
区
の
臭
気
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年

11
月
、
脱
臭
設
備
の
排
出
口
を
12
ｍ
嵩
上
げ
し
、

27
ｍ
に
し
た
所
、
敷
地
境
界
で
の
指
数
は
基
準
値

を
下
廻
っ
た
が
、
事
業
所
か
ら
離
れ
た
地
区
か
ら

の
苦
情
が
増
え
て
お
り
、
臭
気
が
拡
散
し
て
い
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
市
で
は
環
境
測
定
業
者
と

と
も
に
苦
情
の
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
地
域
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
、
直
ち
に
臭
気
測
定
を
し
、
説
明
会

の
開
催
の
要
請
が
あ
っ
た
際
は
、
事
業
者
に
開
催

を
申
し
入
れ
る
な
ど
弾
力
的
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
燃
焼
方
式
に
よ
る
新
た
な
脱
臭
設
備
の
導

入
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
現
在
、
湯
浅
産
業
の
親
会
社
が
既
存
の
脱

役
割
等
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
て
い
く
。
一
部
の

小
学
校
で
は
関
係
企
業
等
と
学
習
内
容
に
つ
い
て

具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　
そ
の
水
資
源
で
あ
る
地
下
水
の
汲
み
上
げ

に
つ
い
て
心
配
す
る
声
も
聞
く
。
汲
み
上
げ
に
対

し
て
市
で
は
規
制
は
行
わ
な
い
の
か
。

答　
現
在
企
業
に
対
す
る
揚
水
規
制
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
地
下
水
の
利
用
状
況
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
地
下
水
利
用
施

設
に
対
す
る
届
け
出
制
度
の
是
非
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
て
い
る
。

問　
自
治
体
と
し
て
気
候
変
動
へ
の
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
す
る「
気
候
非
常

事
態
宣
言
」に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
？

答　
宣
言
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
等

の
動
向
に
も
注
視
し
、
判
断
し
て
い
く
。

市
民
が
触
れ
合
う「
居
場
所
づ
く
り
」を

問　
常
盤
地
区
に
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
公
園
の
設
置
を
。

答　
常
盤
地
区
に
は
、
無
料
で
小
さ
な
お
子
さ

ん
と
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
施
設
が
少
な
い
。
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
・
利
便
性
・
安
全
性
等
を
考
慮
し
、

総
合
的
な
見
地
に
立
ち
、
心
地
よ
い
空
間
と
し
て

の
公
園
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
民
間
の
空
き
家
活
用
に
よ
る「
市
民
の
交

流
の
場
」が
生
ま
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
、
こ
の

動
き
を
支
援
で
き
な
い
か
。

答　
空
き
家
・
空
き
店
舗
改
修
費
補
助
金
、
起

業
支
援
補
助
金
な
ど
の
助
成
制
度
、
起
業
支
援
窓

口
の
紹
介
な
ど
を
通
じ
支
援
に
努
め
る
。

臭
装
置
と
異
な
る
燃
焼
方
式
に
よ
る
燃
焼
ボ
イ

ラ
ー
を
利
用
す
る
汚
泥
の
乾
燥
炉
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。
新
し
い
設
備
の
導
入
に
は
、
関
係
法

令
に
基
づ
く
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
一
般
に
２

年
以
上
の
期
間
を
要
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
新
施

設
建
設
に
関
す
る
手
続
き
等
は
北
ア
ル
プ
ス
地
域

振
興
局
環
境
課
が
対
応
し
て
い
る
。

問　
（
株
）湯
浅
産
業
が（
株
）ア
ー
ス
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
会
社
の
子
会
社
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
会
社
か
。

答　
（
株
）ア
ー
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
富

山
県
富
山
市
に
本
社
が
あ
り
、
射
水
市
と
南
砺
市

に
プ
ラ
ン
ト
が
あ
る
会
社
で
あ
る
。

水
企
業
と
行
う

「
水
育
」
と
は

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か

村む
ら

　
直な
お

人と

が
問
う

障
が
い
者
の
文
化

芸
術
活
動
推
進
を

公
明
党
　
太お
お

田た

　
昭し
ょ
う
じ司

が
問
う

臭
気
問
題

泉
地
区
の
対
策
は

政
友
ク
ラ
ブ
　
一い
っ

本ぽ
ん

木ぎ

秀ひ
で

章あ
き

が
問
う

環境教育として生徒がごみ拾いを行う農具川
は市民の憩いの場や観光スポットだ

北アルプス国際芸術祭2017は大盛況
次期芸術祭はユニバーサル化で更に充実へ

現在の湯浅産業の脱臭装置

環
境
教
育
を
中
心
に

対
気
候
変
動
施
策
を

誰
も
が
文
化
芸
術
に
触
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
時
代

依
然
と
し
て
解
決
し
な
い
臭
気

問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

　　　　　
❶ユニバーサルデザイン
　障がいの有無や言語の違いに関わらず利用できるための、空間・製品・情報等の設計。

用語解説？



89 市議会だより おおまち 176号 （2020年2月）市議会だより おおまち 176号 （2020年2月）

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問　
市
長
は
本
議
会
の
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
で
、
９
月
中
間
決
算
見
込
み
資
本
的
収
支
の
不

足
額
１
億
７
１
４
０
万
円
を
、
大
町
市
の
一
般
会

計
か
ら
の
長
期
借
入
金
で
補
填
す
る
、
と
し
た
。

こ
れ
は
、
９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
大
町
病
院
30

年
度
決
算
の「
資
本
的
収
支
に
お
け
る
不
足
額
を

市
中
銀
行
か
ら
の
一
時
借
入
金
を
も
っ
て
補
填
す

る
」と
し
た
決
算
議
案
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
。
市
長
は
、
９
月
議
会
で
私
の
質
問
に
対
し

「
現
に
生
じ
て
し
ま
っ
た
赤
字
の
補
填
は
一
時
借

入
金
に
よ
る
以
外
な
い
」と
強
弁
し
な
が
ら
、
12

月
議
会
で
は「
確
実
な
財
源
に
よ
り
不
足
額
を
補

填
し
、
資
本
的
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
と
の
認
識
に

立
ち
返
り
一
般
会
計
か
ら
の
長
期
貸
付
を
行
う
」

と
一
変
し
た
。
市
民
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
弁
明

す
る
の
か
。

答　
地
方
公
営
企
業
法
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を

想
定
し
て
お
ら
ず
適
切
か
不
適
切
か
に
つ
い
て
解

釈
の
基
準
が
な
く
誤
り
と
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
大
町
市
監
査
委
員
の
指
摘
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
て
実
施
し
た
。

問　
国
の
規
定
に
よ
り
個
別
外
部
監
査
を
実
施

し
た
小
林
個
別
監
査
人
は
、
１
年
前
の
12
月
に
①

14
億
円
に
達
す
る
一
時
借
入
金
は
地
方
公
営
企
業

法
違
反
で
あ
る
。
②
市
よ
り
の
貸
付
金
に
よ
り
返

済
す
る
。
と
改
善
策
を
示
し
て
い
た
。
な
ぜ
１
年

も
か
か
っ
た
の
か
。
最
大
の
問
題
は
、
市
長
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
能
力
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
外
部
専

門
家
に
よ
る
徹
底
し
た
検
証
が
必
要
だ
。

答　
議
員
指
摘
の
、
第
３
者
に
よ
る
検
証
が
必

要
と
す
る
趣
旨
は
わ
か
っ
た
。

問　
古
文
書
・
歴
史
資
料
・
公
文
書
の
保
管
は
、

子
孫
に
繋
げ
る
必
要
不
可
欠
な
施
策
で
あ
る
。
紙

媒
体
の
劣
化
に
よ
る
リ
ス
ク
も
あ
り
、
電
子
媒
体

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
保
存
化(

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
事
業)

を
押
し
進
め
る
べ
き
だ
。

答　
史
料
の
長
期
的
な
保
存
や
、
安
全
な
管
理

と
閲
覧
の
利
便
性
等
を
考
慮
す
る
と
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
個
々
の
史

料
に
即
し
た
処
理
法
と
設
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、

一
歩
ず
つ
具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
い
。

問　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進
は
、
公

文
書
等
の
専
門
職
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
採
用
、
養

成
は
不
可
欠
だ
、
速
や
か
に
予
算
計
上
し
、
採
用

す
べ
き
だ
。

答　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
方
針
が
定

ま
っ
た
時
点
で
、
歴
史
資
料
の
専
門
職
と
合
わ
せ
、

人
材
確
保
を
検
討
し
た
い
。

問　
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
は
完
了
し
て

い
る
か
。
未
来
の
た
め
に
歴
史
資
料
・
公
文
書
館

の
整
備
事
業
は
大
町
市
の
将
来
に
お
い
て
必
要
と

さ
れ
る
事
業
で
あ
る
。
是
非
、
牛
越
市
政
に
お
い

て
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
き
だ
。
長
野
県
は
こ
れ
ら

の
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
は
日
本
で
一
番
進
ん
で
い
る

県
で
あ
る
。

答　
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
は
実
施
し
て

な
い
。
現
状
は
施
設
が
狭
く
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
の
で
、
近
い
将
来
、
移
転
す
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
る
。
既
存
の
施
設
の
利
用
や
空
き
校

舎
の
利
用
も
検
討
課
題
で
あ
る
。
合
併
特
例
債
を

活
用
を
す
る
施
設
整
備
は
す
で
に
使
途
等
が
決

ま
っ
て
お
り
困
難
で
あ
る
。

問　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
長
時
間
労

働
等
の
勤
務
状
態
が
改
善
さ
れ
た
か
。

答　
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

問　
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り
教
職
員
の
勤

務
時
間
に
対
す
る
意
識
改
革
と
多
忙
化
の
解
消
は

進
ん
で
い
る
か
。

答　
教
職
員
自
ら
が
出
退
勤
時
間
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
意
識
改
革
が
図
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
留
守
番
電
話
や
給
食
費
の
公
会
計
化
に

よ
り
多
忙
化
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。

問　
学
校
現
場
に「
一
年
間
の
変
形
労
働
時
間

制
」と
い
う
長
時
間
労
働
を
固
定
化
す
る
制
度
の

導
入
が
国
会
で
成
立
し
た
。
こ
の
制
度
は
市
が
進

め
る
教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
相
い
れ
な
い
制
度

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
あ
る
期
間
集
中
し
て
長
時
間
労
働
が
継
続

す
る
事
態
が
想
定
さ
れ
、
結
果
的
に
働
き
方
改
革

と
逆
行
す
る
面
も
危
惧
さ
れ
る
。

被
災
地
支
援
に
つ
い
て

問　
市
職
員
が
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
宝
に
な
る
と
思
う
が

特
別
休
暇
を
与
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ

る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
が
あ
り
、
問
い

合
わ
せ
が
来
て
い
る
。

問　
市
と
し
て
被
災
地
へ
の
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
災
害
時
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
い
て
支
援

す
る
。
今
回
災
害
廃
棄
物
の
経
理
処
理
業
務
の
た

め
に
長
野
市
へ
職
員
を
派
遣
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
❷

の
推
進
を

神じ
ん

社じ
ゃ

　
正ま
さ

幸ゆ
き

が
問
う

市
長
は
病
院
破
綻

の
責
任
を
明
確
に

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お

和わ

　
幸よ
し

久ひ
さ

が
問
う

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団
　
宮み
や
　た田

　
一か
ず

男お

が
問
う

子
ど
も
と
夕
食
を

と
れ
な
い
教
員

経営立て直しは緒についたところ、徹底した
市民への説明責任を果たすことが求められる

来場者の少ない現在の市文化財センター
耐震化を含め整備事業を推進すべきだ

泥だし作業を行うボランティア
（台風第19号被災地）

歴
史
資
料
、
公
文
書
の
保
管
整
備

は
我
々
に
課
さ
れ
た
責
務
だ

病
院
職
員
へ
の
賃
金
カ
ッ
ト
は

直
ち
に
撤
回
を

学
校
現
場
に「
一
年
間
の
変
形

労
働
時
間
制
」は
な
じ
ま
な
い

　　　　　
❷デジタルアーカイブ
　有形・無形問わず文化資源などをデジタル化して記録保存を行うこと

用語解説？
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一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
高
瀬
川
上
流
で
最
大
想
定
外
の
降
雨
量
が

あ
っ
た
場
合
、
大
町
ダ
ム
か
ら
の
情
報
伝
達
は
。

答　
ダ
ム
上
流
域
の
降
雨
量
や
ダ
ム
へ
の
流
入

量
、
放
流
量
の
情
報
は
常
時
市
に
連
絡
が
あ
る
。

問　
市
か
ら
の
避
難
情
報
は
い
つ
の
時
点
か
。

答　
気
象
庁
の
洪
水
警
戒
警
報
レ
ベ
ル
３
で
避

難
準
備
、
氾
濫
危
険
情
報
レ
ベ
ル
４
で
は
避
難
勧

告
及
び
避
難
指
示
を
発
令
す
る
。

問　
河
床
整
理
に
よ
る
土
砂
搬
出
が
必
要
だ
。

答　
県
の
対
策
と
し
て「
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
河
床
掘
削
に

よ
る
河
道
掘
削
の
検
討
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。

問　
立
木
や
流
木
の
除
去
計
画
を
示
せ
。

答　
大
北
管
内
の
河
川
内
に
て
総
事
業
費
12
億

円
で
樹
木
伐
採
、
伐
根
を
行
っ
て
い
く
。

問　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
実
際
に
災
害
を
想
定
し

た
行
動
計
画
）を
策
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
最
大
浸
水
被
害
想
定
を
基
に
作
成
す
る
。

問　
各
地
区
の
自
主
避
難
計
画
で
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
作
成
を
要
望
す
る
防
災
組
織
に
は
支
援
や

助
成
を
検
討
し
て
い
る
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
併
せ

自
主
防
災
会
等
に
計
画
の
奨
励
も
し
て
い
く
。

高
い
国
保
税
軽
減
の
た
め
子
供
均
等
割
の
廃
止
を

問　
全
国
で
は
25
自
治
体
で
均
等
割
り
減
免
制

度
を
行
っ
て
い
る
。
検
討
す
べ
き
だ
。

答　
税
負
担
公
平
性
の
観
点
か
ら
で
き
な
い
。

問　
所
得
の
な
い
子
供
か
ら
も
税
負
担
さ
せ
る

の
が
公
平
性
と
言
え
る
の
か
。

答　
国
の
国
保
審
議
会
で
検
討
す
る
問
題
だ
。

問　
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
の
目
的
と

課
題
は
。

答　
高
齢
者
の
交
通
事
故
減
少
が
目
的
。
免
許

返
納
後
も
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
、

様
々
な
面
か
ら
の
配
慮
が
必
要
。
又
、
返
納
に
対

す
る
補
助
金
制
度
の
導
入
や
タ
ク
シ
ー
利
用
券
な

ど
配
布
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
今
後
自
主
返

納
支
援
事
業
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
ふ
れ
あ
い
号
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
広

く
市
民
に
乗
車
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見
を
拾

う
必
要
が
あ
る
。
バ
ス
の
魅
力
が
上
が
れ
ば
返
納

事
業
の
成
果
に
も
結
び
付
く
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
高
齢
者
の
方
へ
は
、
一
律
に
無
料
と
す
る

こ
と
も
検
討
し
た
が
、
現
段
階
で
は
実
用
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
今
後
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ
ー
キ
踏
み
間
違
え
防
止

装
置
へ
の
補
助
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　
政
府
が
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
う
え
で
、

保
護
者
へ
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
か
。

答　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
各
校
訪
問
で
保

護
者
説
明
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
講
演
や
研
修

会
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

問　
保
護
者
側
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
も
必
要
。

一
例
と
し
て
、
感
染
症
の
出
席
停
止
解
除
証
明
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
な
い
か
。

答　
学
校
や
県
教
委
及
び
医
師
会
等
の
意
見
を

伺
い
検
討
す
る
。

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
第
１
期

の
達
成
度
と
課
題
は
。

答　
４
つ
の
基
本
目
標
73
の
評
価
項
目
の
う
ち

「
ほ
ぼ
目
標
以
上
に
進
捗
」の
項
目
が
67
・
２
％
。

急
激
な
人
口
減
少
で
、
地
域
経
済
の
停
滞
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
の
低
下
、
商
工
業
の
担
い
手
・

後
継
者
不
足
、
生
活
基
盤
の
維
持
存
続
が
困
難
に

な
る
こ
と
等
が
課
題
。

問　
基
幹
産
業（
農
業
・
観
光
）・
既
存
企
業
の

後
継
者
の
有
無
、
従
事
者
の
年
代
等
を
把
握
し
て

い
る
か
。
第
２
期
に
支
援
策
を
検
討
す
る
か
。

答　
市
内
商
店
街
は
後
継
者
有
、
予
定
有
が
３

割
程
度
。
農
業
・
観
光
分
野
も
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
現
状
を
把
握
し
分
析

し
た
上
で
支
援
策
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
人
口
減
少
時
代
、
人
を
ど
の
よ
う
に
ま
ち

の
力
に
変
え
て
い
く
の
か
が
大
切
。
誰
も
が
働
き

や
す
く
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る「
雇
用

の
質
の
向
上
」を
第
２
期
に
盛
込
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
創
業
・
起
業
支
援
、
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
、

高
齢
者
の
雇
用
や
社
会
参
加
を
促
す
活
動
等
、
現

在
進
む
取
組
み
を
通
じ
施
策
に
反
映
す
る
。

問　
富
山
県
南
砺
市
に
は「
南
砺
市
応
援
市
民
」

と
い
う
関
係
人
口
❸
拡
大
施
策
が
あ
る
。「
関
係

人
口
」を
増
や
す
施
策
を
第
２
期
に
盛
込
ん
で
は
。

答　
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
の
交
流
会
、
空
き

家
の
学
校
を
通
じ
た
学
生
と
の
交
流
、ス
ポ
ー
ツ・

観
光
・
国
際
芸
術
祭
等
も
関
係
人
口
創
出
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
継
続
的
に
関
係
人
口
創
出
に
繋

が
る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

19
号
台
風
教
訓
と

し
た
河
川
対
応
は

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団
　
平ひ
ら
ば
や
し林

　
英え
い
市い
ち
が
問
う

高
齢
者
の
交
通
手

段
を
確
保
せ
よ

創
生
み
ら
い
　
傳で
ん
刀ど
う

　
健た
け
し

が
問
う

人
口
減
少
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
は

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お

竹た
け

真ま

千ち

子こ

が
問
う

収穫できないりんごをもぎ取り、廃棄する
ボランティアの人たち

現在500名を超える登録がある南砺市応援市
民制度。全国から幅広い年代の方々が登録

免許返納で得られるふれあい号の無料乗車券
バスの魅力がなければ返納支援に魅力なし

想
定
外
の
降
雨
量
に
対
応
し
た

避
難
体
制
や
河
川
の
整
備
は

ふ
れ
あ
い
号
の
利
便
性
向
上
と

運
転
安
全
装
置
補
助
を

今
後
の
担
い
手
不
足
に
向
け
人
材

確
保
、
育
成
・
支
援
施
策
を
！

　　　　　
❸関係人口
　定住人口でもなく交流人口でもない、地域外から
当該地域に関わってくれる人

用語解説？
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一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告

問　
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
施
行
❹
よ
り

５
・
６
年
経
つ
が
、
市
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

答　
就
労
系
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
役
務
発
注
と
自
主
製
品
購
入
に
努
め
て
い
る
。

問　
昨
年
度
の
調
達
実
績
額
49
万
円
は
他
市
と

比
べ
て
多
い
の
か
少
な
い
の
か
。
ま
た
、
今
年
度

目
標
額
50
万
円
は
他
市
と
比
べ
て
ど
う
か
。

答　
実
績
額
は
19
市
中
18
位
と
い
う
状
況
。
目

標
額
は
前
年
度
実
績
を
参
考
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
大
町
市
の
類
似
団
体
と
し
て
比
較
さ
れ
る

飯
山
市
は
１
６
６
万
円
、
東
御
市
は
１
２
１
万
円
、

小
諸
市
は
５
２
０
万
円
の
調
達
実
績
で
あ
る
。
こ

れ
だ
け
差
の
で
る
理
由
は
。

答　
事
務
用
品
等
の
物
品
購
入
は
、
財
務
規
則

の
定
め
に
よ
り
行
っ
て
い
る
た
め
部
署
ご
と
の
裁

量
で
購
入
で
き
る
も
の
は
限
ら
れ
る
。
食
品
等
に

つ
い
て
は
、
市
の
購
入
品
と
し
て
需
要
が
少
な
い
。

問　
就
労
施
設
と
話
合
い
は
行
っ
て
い
る
か
。

答　
事
業
所
を
訪
問
し
た
際
な
ど
に
意
見
交
換

と
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

問　
調
達
金
額
や
順
位
の
数
字
は
、
市
の
福
祉

に
対
す
る
考
え
の
表
れ
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か
。

答　
市
の
予
算
規
模
も
18
番
目
で
あ
る
。
公
共

事
業
に
置
き
換
え
て
も
、
事
業
規
模
は
財
政
規
模

に
連
動
す
る
の
で
、
市
の
道
路
事
業
の
経
費
は
18

番
目
か
17
番
目
に
な
る
。
市
と
し
て
行
政
を
進
め

る
上
で
財
政
構
造
・
財
源
構
造
・
物
件
費
・
役
務

費
な
ど
そ
う
違
い
は
な
く
、
調
達
の
た
め
に
予
算

を
増
額
す
る
必
要
は
な
い
。
行
政
と
し
て
の
責
務

と
し
て
の
調
達
、
周
知
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

保
育
士
の
確
保
策
を
真
剣
に

問　
保
育
現
場
で
は
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
。

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　
保
育
士
不
足
は
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新

年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ

待
遇
改
善
が
図
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

問　
先
日
説
明
を
受
け
た
が
、
総
合
計
画
で
人

づ
く
り
が
テ
ー
マ
な
ら
保
育
は
重
要
な
事
業
だ
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
条
件
ア
ッ
プ
を
し
な
い
の
か
。

答　
中
信
地
区
内
で
比
較
す
れ
ば
、
大
町
市
の

保
育
士
の
待
遇
は
高
い
水
準
に
あ
る
。

問　
保
育
士
不
足
を
ど
う
す
る
か
だ
。
メ
リ
ハ

リ
の
き
い
た
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
保
育
士
の
待
遇
は
こ
れ
ま
で
に
水
準
を
上

げ
て
き
て
い
る
。
現
在
は
妥
当
だ
。

病
院
の
経
営
改
善
に
は
専
門
家
を

問　
今
回
の
一
般
会
計
か
ら
大
町
病
院
へ
の
1

億
7
千
万
円
余
の
貸
付
金
は
将
来
に
ツ
ケ
を
回
す

施
策
だ
。
地
域
医
療
の
継
続
が
で
き
る
の
か
。

答　
病
院
会
計
へ
の
長
期
貸
付
に
よ
り
、
経
営

体
力
に
見
合
っ
た
長
期
的
な
返
済
計
画
と
し
た
。

問　
平
成
25
年
度
以
降
は
、
資
金
が
足
り
て
い

な
い
。
健
全
な
経
営
体
制
に
す
る
に
は
、
経
営
の

専
門
家
を
置
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
平
成
29
年
度
ま
で
は
本
業
で
収
益
は
上
が

ら
な
か
っ
た
が
、平
成
30
、31
年
度
は
単
年
度
ベ
ー

ス
で
内
部
留
保
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
。
今
回
は
、

資
金
不
足
比
率
を
解
消
す
る
た
め
に
一
般
会
計
か

ら
借
り
る
こ
と
と
し
た
。

問　
昭
和
51
年
か
ら
52
年
に
建
設
さ
れ
た
上
仲

町
、
下
仲
町
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
老
朽
化
が
進
み
、

撤
去
も
含
め
、
今
後
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
雪
、
雨
風
を
防
ぐ
な
ど
歩
行
者
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
一
方
、
老
朽
化
で
維
持
管
理

の
経
費
が
膨
ら
み
、
地
元
商
店
街
の
負
担
も
限
界

に
あ
る
。
市
の
対
応
は
。

答　
ア
ー
ケ
ー
ド
が
撤
去
さ
れ
た
場
合
、
雨
天

や
冬
期
の
歩
行
者
の
利
便
性
が
低
下
す
る
。
結
果
、

商
店
街
を
往
来
す
る
人
の
減
少
が
さ
ら
に
起
こ
り

商
店
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
維
持
管

理
す
る
地
元
商
店
街
の
構
成
員
も
、
小
子
高
齢
化

が
進
み
費
用
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
市
と

し
て
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
4
次
中
心
市
街
地
活

性
化
計
画
に
お
い
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
存
続
又
は

撤
去
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。
商
店
街
の
利
便
性

確
保
に
考
慮
し
な
が
ら
、
地
元
商
店
街
の
皆
様
を

は
じ
め
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
、
商
工
会
議
所

な
ど
関
係
す
る
団
体
等
と
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問　
撤
去
す
る
と
な
れ
ば
、
街
並
み
景
観
な
ど

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
。

中
心
市
街
地
、
中
心
商
店
街
の
将
来
の
有
り
様
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
第
4
次
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
基
づ

き
、
中
心
市
街
地
へ
の
交
流
人
口
、
定
住
人
口
の

拡
大
、
起
業
す
る
人
の
支
援
等
の
施
策
を
展
開
す

る
。
新
た
に
設
け
た
中
心
市
街
地
振
興
条
例
に
よ

る
企
業
進
出
が
3
件
と
成
果
を
出
し
た
。
ア
ー

ケ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
街
並
み
景
観
等
を
考
慮
し

な
が
ら「
ま
ち
」が
持
つ
景
観
資
源
を
生
か
し
、
地

域
の
皆
様
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去

後
の
街
並
み
は

政
友
ク
ラ
ブ
　
二に
じ
ょ
う條

　
孝た
か

夫お

が
問
う

障
が
い
者
就
労
に

対
す
る
考
え
は

創
生
み
ら
い
　
降ふ
り
旗は
た

　
達た
つ
也や

が
問
う

市
民
ク
ラ
ブ
　
大お
お

厩ま
や

　
富と
み

義よ
し

が
問
う

保
育
園
は
人
不
足

病
院
は
資
金
不
足

各課で検討し、障害者就労施設への更なる発
注拡大を！

地元負担が増す老朽化したアーケード撤去後
に問われるまちづくり、知恵を出し合う場を

さらに1億7千万円余の借入れを受ける
大町病院

中
心
商
店
街
の

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

調
達
金
額
が
県
内
19
市
中

18
位
っ
て
ど
う
な
の
？

人
づ
く
り
は

保
育
士
確
保
か
ら

　　　　　　　❹障害者優先調達推進法
　障がい者の就労による経済的自立を推進するため、国や地方公共団体は
障がい者施設等から積極的に物品調達するよう求めるもの。

用語解説？
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議
案
第
36
号
　
ゆ
～
ぷ
る
木
崎
湖
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

議
案
第
49
～
59
号
　
施
設
使
用
料
等
に
係
る
条
例
改
正

議
案
第
69
号
　
印
鑑
登
録
・
証
明
に
関
す
る
条
例
改
正

議
案
第
60
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
主
な
も
の

議
案
の
概
要

議
案
の

概
要

議
案
の

概
要

議
案
の

概
要

プ
ー
ル
棟
の
指
定
管
理
者
を
、
木
崎
湖
温
泉
開
発
㈱
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の
。

公
民
館
や
体
育
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
利
用
料
改
定
に
つ
い
て
の

条
例
改
正
。
維
持
管
理
経
費
や
人
件
費
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
経

費
増
な
ど
を
考
慮
し
料
金
を
見
直
す
も
の
。

成
年
被
後
見
人
は
印
鑑
登
録
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
後

見
人
が
同
行
し
、
本
人
が
申
請
す
れ
は
登
録
で
き
る
と
す
る
条
例

改
正
。

一
般
会
計
予
算
の
不
足
す
る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
予
算
の
変
更

を
求
め
る
も
の
。
補
正
の
主
な
も
の
は
、
病
院
事
業
貸
付
金
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
ツ
ア
ー
助
成
事
業
、
市
営
住
宅
修
繕
料
等
。

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託（
審

査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ゆ
～
ぷ
る
木
崎
湖

　
プ
ー
ル
棟
の
指
定
管
理
の
問
題
点

市
の
施
設
利
用
料　
４
月
か
ら
値
上
げ

成
年
被
後
見
人
の
印
鑑
登
録
が
可
能
に

病
院
へ
の
貸
付
金
返
済

　
　
　
　
　
　
令
和
11
年
度
か
ら

次
ペ
ー
ジ
は
、
続
き
と
討
論
と
審
議
結
果

総
務
産
業
委
員
会
審
査

問　
ゆ
～
ぷ
る
木
崎
湖
の
温
泉
棟
は

民
間
の
施
設
だ
が
、
施
設
全
体
と
し
て

の
今
後
の
運
営
方
針
は
。

答　
プ
ー
ル
棟
に
つ
い
て
は
市
の
施

設
、
老
朽
化
が
す
す
ん
で
お
り
今
後
10

年
、
20
年
と
維
持
す
る
の
は
困
難
。
今

後
指
定
管
理
者
や
地
元
と
と
も
に
協
議

し
て
い
く
。

■
結
果

　
全
会
一
致
で
可
決

総
務
産
業・社
会
文
教
委
員
会
審
査

問　
利
用
料
ア
ッ
プ
は
10
月
の
消
費

税
増
税
に
よ
る
改
定
か
。

答　
消
費
税
３
％
導
入
時
に
改
定
後

料
金
は
据
え
置
い
て
き
た
。
増
税
に
よ

る
上
乗
せ
も
あ
る
が
、
施
設
維
持
と
利

用
推
進
の
両
面
か
ら
最
低
限
の
改
定
と

し
た
。

問　
老
朽
化
し
た
施
設
の
利
用
料
を

上
げ
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

答　
修
繕
等
の
経
費
が
か
か
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
施
設
で
も
安
く
な
る
も
の

で
は
な
い
。

最
終
日
討
論

■
反
対
　
根
拠
が
不
明
確

　
公
共
施
設
料
金
の
改
定（
引
き
上
げ
）

の
根
拠
が
明
確
で
な
い
。
消
費
税
７
％

分
の
上
乗
せ
分
と
し
て
い
る
が
施
設
に

社
会
文
教
委
員
会
審
査

問　
こ
の
条
例
改
正
の
根
拠
は
何
か
。

答　
国
の
関
係
法
令
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
改
正
。
条
例
か
ら
成
年
被

後
見
人
と
い
う
言
葉
を
削
除
し「
意
思

能
力
を
有
し
な
い
者
」と
い
う
表
現
に

変
え
た
。

問　
意
思
能
力
を
有
し
な
い
者
か
ど

う
か
窓
口
職
員
が
ど
う
判
断
す
る
の
か
。

答　
客
観
的
な
判
断
基
準
は
成
年
被

後
見
人
か
ど
う
か
で
、
今
ま
で
と
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
、
改
正
後
は
後
見
人
が

同
行
す
れ
ば
印
鑑
登
録
が
で
き
る
。

最
終
日
討
論

■
反
対
　
対
象
者
の
判
断
が
困
難

　
人
権
尊
重
で
成
年
被
後
見
人
が
印
鑑

登
録
の
で
き
る
制
度
で
理
解
す
る
。
し

か
し
、条
例
改
正
で
は
被
後
見
人
を「
意

志
能
力
を
有
さ
な
い
者
」と
書
い
て
い

る
。
判
断
し
に
く
い
。（
平
林
）

総
務
産
業
委
員
会
審
査

病
院
事
業
運
営
費
貸
付
金

問　
こ
の
貸
付
金
は
繰
出
基
準
に
含

ま
れ
る
の
か
。

答　
含
ま
れ
な
い
。

問　
返
済
の
予
定
は
。

答　
既
に
貸
付
を
受
け
て
い
る
3
億

円
余
を
令
和
5
年
か
ら
返
済
す
る
予
定

と
し
て
お
り
、
今
回
の
分
は
、
令
和
11

年
度
か
ら
返
済
す
る
予
定
だ
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
ツ
ア
ー

助
成
事
業

問　
こ
の
助
成
事
業
の
内
容
は
。

答　
総
事
業
費
１
５
０
０
万
円
。
来

年
５
～
6
月
頃
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
商
品
を
販
売
し
、
富
山
空
港
等
を
利

よ
る
違
い
は
疑
問
だ
。
市
民
に
負
担
増

と
な
る
施
設
利
用
料
改
定
に
は
反
対
。

（
平
林
）

□
賛
成 

維
持
管
理
経
費
な
ど
は
必
要

　
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
は
修
繕
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
改
定
金
額
は
消

費
税
率
の
差
や
経
費
の
増
な
ど
最
低
限

に
と
ど
め
て
い
る
。
将
来
に
わ
た
る
安

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
必
要
。

（
山
本
）

■
反
対
　
増
収
の
た
め
の
値
上
げ
だ

　
値
上
げ
幅
も
ま
ち
ま
ち
で
一
貫
性
が

な
く
、
根
拠
も
薄
弱
。
施
設
の
利
用
促

進
策
を
図
る
こ
と
な
く
増
収
の
た
め
に

行
う
今
回
の
値
上
げ
は
、
市
民
感
情
か

ら
い
っ
て
も
決
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。（
宮
田
）

■
結
果

　
賛
成
多
数
で
可
決

□
賛
成
　
権
利
行
使
が
広
が
る

　
成
年
被
後
見
人
の
人
権
が
今
以
上
に

認
め
ら
れ
、
権
利
行
使
の
拡
大
が
は
か

ら
れ
る
た
め
賛
成
で
あ
る
。(

二
條)

■
結
果

　
賛
成
多
数
で
可
決

用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
い
て

バ
ス
代
に
係
る
助
成
を
行
う
も
の
。

市
営
住
宅
修
繕
料
の
増
額
補
正

問　
市
営
住
宅
や
雇
用
促
進
住
宅
の

修
繕
料
な
ど
の
増
額
理
由
は
。

答　
例
年
よ
り
退
去
者
が
多
く
、
修

繕
・
清
掃
手
数
料
や
、
敷
金
還
付
金
な

ど
の
諸
経
費
が
不
足
と
な
る
。

問　
退
去
者
増
加
の
理
由
は
。

答　
一
般
的
な
転
居
に
加
え
、
用
途

廃
止
予
定
の
大
原
２
号
、
借
馬
団
地
か

ら
他
の
市
営
住
宅
へ
の
移
転
も
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。

■
結
果

　
賛
成
多
数
で
可
決

議
員
が
質た

だ

し
た
12
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

常任委員会審査報告主な審査案件の審議内容

維持管理について協議が待たれるプール棟

市民が印鑑登録等に訪れる市民課窓口
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議
案
第
66
号
　
令
和
元
年
度
大
町
病
院
事
業
会
計
補
正

議
案
の

概
要

本
年
度
の
病
院
事
業
会
計
に
お
い
て
予
算
の
変
更
を
求
め
る
も
の
。

大
町
病
院
１
億
７
千
万
円
余
借
入

賛
成

反
対

反
対

議案第38号　会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定

議案第70号　令和元年度一般会計補正予算

　12月定例会最終日、その他の討論の内容を要約してお伝えします。
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。採
決の結果は、次ページの審議結果をご覧ください。

「いつまでも非正規」が固定化する
歴代の自公政権は2001年以降45万人の正規
職員を削減し、平成28年で臨時・非正規職員
は64万人増加させた。日本はОＥＣＤ諸国
と比べ、労働人口に占める公務員比率は低く、
国民総生産額に占める給与比率も最下位。政
府・財界の「数が多すぎ給与は高い」との主張
は当たらない。非正規の正規化が真の解決策
だ。（大和）

観光宣伝費繰り越しは認められない
令和元年度予算で議会承認された観光誘客番組制作費等715万円を、黒部ダムへの入り込み
客数が100万人の目標を大きく割り込む87万人になる事を理由に、これを来年度に繰り越す
ものだが議会軽視も甚だしい。事業を実施後検証し、それを翌年度に生かすべきだ。勝手な
判断で繰り越すことは認められない。（大和）

法改正により、臨時職員が会計年度任用
職員に移行（4月1日から）。ボーナスが支
払われるなど労働条件が改善される。

観光誘客番組制作費715万円を来年度へ繰り越すもの

条例で待遇改善が
規定されるのは前進だ
地方公務員法が改正され、「臨時的任用
職員」と「特別職非常勤職員」において任
用の厳格化が図られ、新たに「会計年度
任用職員」制度が導入される事に伴い、
給与等の待遇が改善される事から、こ
の条例制定に賛成する。（一本木）

委
員
会
審
査

問　
一
時
借
入
金
の
返
済
は
健
全
化

計
画
で
決
ま
っ
て
い
る
。
今
回
な
ぜ
補

正
す
る
の
か
。

答　
当
初
の
計
画
か
ら
、
補
て
ん
財

源
に
対
す
る
認
識
を
改
め
た
。

問　
足
り
な
け
れ
ば
一
般
財
源
に
た

よ
る
や
り
方
が
問
題
だ
。

答　
補
て
ん
し
な
け
れ
ば
計
画
と

違
っ
て
し
ま
う
の
で
今
回
の
補
正
を
お

願
い
し
た
。

最
終
日
討
論

■
反
対

経
営
破
綻
・
市
長
責
任
を
明
確
に

　
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
貸
付
金
で
収

支
不
足
を
補
う
予
算
案
だ
が
、
こ
の
手

法
は
１
年
前
に
外
部
監
査
委
員
が
提
案

し
て
い
た
も
の
で「
１
年
間
、何
を
や
っ

て
い
た
の
か
」が
問
わ
れ
る
。
病
院
経

営
の
最
高
責
任
者
・
牛
越
市
長
の
責
任

言
及
が
無
く
、
そ
の「
統
治
能
力
」が
問

わ
れ
て
い
る
。
外
部
専
門
家
に
よ
る
徹

底
検
証
が
必
要
だ
。（
大
和
）

□
賛
成
　
経
営
改
善
の
後
押
し
と
な
る

　
市
監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
を
受
け
た

も
の
。
資
金
不
足
額
の
改
善
も
図
ら

れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
繋
が
る
な
ど

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
職
員
の
努
力
で

単
年
度
収
支
の
黒
字
化
が
図
ら
れ
る
中
、

経
営
改
善
を
後
押
し
す
べ
き
。（
中
村
）

■
反
対
　
借
金
依
存
の
経
営
に
は
反
対

　
財
源
不
足
を
補
う
長
期
貸
付
金
は
借

金
の
ツ
ケ
を
先
送
り
す
る
も
の
で
あ
り

反
対
。
健
全
経
営
に
向
け
専
門
の
経
営

者
を
専
任
す
べ
き
。（
大
厩
）

■
結
果

　
賛
成
多
数
で
可
決

討論
沸騰!!

提出案件の審議結果令和元年12月定例会
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 創生みらい 政友クラブ 公明 無
結　
果

宮
田　
一
男

平
林　
英
市

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

大
厩　
富
義

降
旗　
達
也

傳
刀　
　
健

中
村　
直
人

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

一
本
木
秀
章

岡　
　
秀
子

二
條　
孝
夫

太
田　
昭
司

神
社　
正
幸

議案第38号 大町市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例制定
について 〇 〇 ● 〇

議　
長

〇 〇

欠　
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第39号 会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条
例制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第40号 大町市新規就農者技術習得管理施設設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例制定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第41号 大町市八坂ふるさと体験館設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例制定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第42号 大町市鷹狩山展望施設設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例制定について ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第43号 大町市ふれあいセンターさざなみ設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例制定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第44号 大町市交流促進センター明日香荘設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例制定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第45号 大町市民農園設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第46号 大町市美麻温泉交流施設ぽかぽかランド設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例制定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第47号 大町市労働会館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例制定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第48号 大町市中心市街地多目的ホール設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例制定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第49号 大町市公民館条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第50号 大町市女性未来館ピュア設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第51号 大町市民俗資料館条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第52号 大町市文化会館条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第53号 大町市勤労者福祉施設設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第54号 大町市八坂情報コミュニティセンターアキツ設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第55号 重要文化財旧中村家住宅管理条例の一部を改正する条例制定に
ついて ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第56号 大町市信濃木崎夏期大学設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第57号 大町市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第58号 大町市立学校体育施設使用料徴収条例の一部を改正する条例制
定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第59号 市立大町山岳博物館条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第60号 令和元年度大町市一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第66号 令和元度大町市病院事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第69号 大町市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例制

定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第70号 令和元年度大町市一般会計補正予算(第８号) ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

◇全会一致で可決・同意・採択された案件
議案番号等 議案名等 結果
報告第10号 専決処分の報告について　専第１号 令和元年度大町市一般会計補正予算（第６号） 承認
議案第32号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
議案第33号 大町市鷹狩山展望施設の指定管理者の指定について 原案可決
議案第34号 大町市中心市街地多目的ホールの指定管理者の指定について 原案可決
議案第35号 大町市大町温泉郷森林劇場の指定管理者の指定について 原案可決
議案第36号 大町市アミューズメントハウスの指定管理者の指定について 原案可決
議案第37号 大町市職員の分限に関する条例等の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第61号 令和元年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第62号 令和元年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第63号 令和元年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第64号 令和元年度大町市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第65号 令和元年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第67号 大町市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第68号 大町市特別職の職員の給与に関する条例及び大町市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第71号 令和元年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第72号 令和元年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第73号 令和元年度大町市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第74号 令和元年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第75号 令和元年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第76号 令和元年度大町市病院事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議事第 3号 大町市議会基本条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議事第 4号 免税軽油制度の継続を求める意見書 採択
陳情第 6号 免税軽油制度の継続を求める陳情 原案可決
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常任委員会審査報告主な審査案件の審議内容
＊「賛成は○」「反対は●」で表示。
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■諮問事項　常任委員会のインターネット・ケーブルテレビ等の中継について
　開かれた議会を目指す議会改革の一環として、本会議と同様に常任委員会もインターネット等で
中継をしてはどうか。

■諮問事項　タブレット端末の導入について
　議会資料のペーパーレス化や、市民への情報提供をしやすくするため、導入してはどうか。

■答申　

■答申　

　積極的な情報公開の観点からも、委員会の議事録をホームページに公開
することも含め実施することが望ましい。ただし、実施に際しては、映像
及び音声システム導入に要する経費や、プライバシー及び個人情報等を守
秘する観点から慎重に検討すべきである。

　環境保全、作業効率及び市民への的確かつ速やかな情報提供の観点等か
ら、導入することが望ましい、ただし、行政側からの議会資料データの提
供等ができる体制が整うことが必須であるため、速やかに実現できるよう
要請する。

○積極的な情報公開
　の観点から必要

○議会の膨大な紙資料の削減が見込まれる
○紙資料の作成、修正等にかかる職員の負
　担軽減が見込まれる
○議員の調査能力や仕事効率の向上が見込
　まれる
○市民への情報提供がしやすくなる

導入については、慎重に検討すべき

速やかに実現できるよう要請する

●中継には委員会室の設備（映像・音声）改修が必要
●個人情報にあたる発言があった場合の扱いなど運
　用に関する問題点あり。

●導入の初期費用、維持費がか
　かる
●目的外での使用などの、使う
　側のモラルに関する意見あり。

　議会運営委員会より諮問を受けた2項目について検討し、下記のとおり答申しました。今後、
この答申をもとに、議会運営委員会で導入の是非について検討します。

瀬戸内国際芸術祭（香川県高松市）
　香川県の説明では、「予算が段々大きくなってい
る。持続可能にするため　お金をあまりかけず、市
民参加と手作りで創意工夫が必要。」とのこと。

日本一小さな大川村（高知県大川村）
　人口397人。地域おこしの拠点として集落活動セ
ンター「結いの里」を作った。この活動は四国全体で、
県が主導。防災・健康・高齢者の安心安全・集落活
動・鳥獣害対策・観光や特産物販売が主となってい
る。大町でも八坂・美麻や、中心から離れた地域の
活性化策が必要である。

　10月29日から31日　地域おこしをテーマとして視察　
諏訪ともカード（長野県諏訪市）
　諏訪中心街では、諏訪丸光が撤退し市街地衰退の危機となった。そこで中小商店主達が
ポイントシステムを作った。特徴は、買い物金額だけを対象としたポイントではなく、禁
煙や歯科検診・健康づくりなど、また市道の穴ぼこ発見通報にもポイント付与。住みよい
街造りに向けた取り組みとなっている。

　10月30日～11月１日　医療や健康づくり、教育に関し視察　
地域医療を守り育てる郡上市ビジョン（岐阜県郡上市）
　市民有志で構成する「ガヤガヤ会議」が郡上市の医療を守り育てる活動をしている。参加
者募集から会議運営までを担い意見交換会を開催。市内病院の現状と問題点・課題につい
て意見集約している。
地域総がかりで子供たちを育てる地域協育ネット（山口県長門市）
　公民館長がコーディネーター役を担い、地域と学校を連携させる
「地域協育ネット」では、担当学校の児童生徒を受け入れ、わくわく
土曜塾や、わくわく子どもクラブなど地域の方から学ぶ機会をつく
り、地域とのつながりが深まるよう取り組んでいる。
全庁で取り組む健康プロジェクト（山口県萩市）
　健康寿命最下位脱却に向け、庁内横断的な「萩市健康維新のまち
プロジェクト」を立ち上げた。保健・医療・福祉・教育・農林・水産・
商工・観光などあらゆる分野の組織が連携し、各課120事業につい
て健康を意識した事業展開につなげている。また、塩分摂取量の多
い食生活を見直す「節塩プロジェクト」に取り組み、医療費の削減に
つなげている。

総務産業、社会文教の両委員会の行政視察について報告します。
先進的な取り組みや参考となる事例について担当者から直接話を聞き、議会活動に生かしていきます。

タブレット導入・常任委員会中継について答申
さらに開かれた議会へ

■総務産業委員会

■社会文教委員会

常任委員会　行政視察報告

Pickup

来場者をおでむかえするカモメたち
瀬戸内国際芸術祭作品「カモメの駐車場」

保健師考案の節塩推進
キャラ「しおまるくん」

情報化推進特別委員会❺

賛成意見

賛成意見

反対意見

反対意見

　　　　　
❺大町市議会情報化推進特別委員会
　開かれた議会を推進するため、情報化に関する調査研究をする委員会

用語解説？
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印象に残ったのは？
○みんな災害のことについて真剣に考えてい
て、大町のためにやっているのを感じた。

○「住みやすい大町」などが本当にあったら良
いと思いました。

○もしもの時の話をしているところ。
○防災マップの事をくわしく言っていたので
よくわかった。

大町が
こうなればいいと思うことは？
○西小のトイレを新しくしてほしい。
○大町がにぎやかで、もっと楽しくなるよう
にしてほしい。

○サッカーをやるグラウンドを増やしてほしい。

その他の感想などは？
○大町市を支えるために市議会で話し合いを
していることを知れて良かった。

○とても、真剣できんちょう感がすごかった。
○議員のように積極的に手を挙げて授業に参
加したいと思った。

○傍聴する側の人にも分かるように話してく
ださい。

どなたでも傍聴いただけます。ご希望の方は、
議会棟２階の議会事務局までお越しください。

○開　　会　2月 18日（火）午前 10時
○一般質問　2月 26日（水）～ 28日（金）
○閉　　会　3月 12日（木）
＊主な内容　令和 2年度の予算について

Vol.8

　西小６年生のみなさんから
12月の議会の傍聴の感想文を
たくさんいただきました。

西小６年生

議会傍聴

傍聴にお越しください

次回３月定例会予定

〜未来の大町市を支える〜

中牧議長から、歓迎のあいさつ「ようこそ市議会へ」

議場でのやり取りに、真剣に耳を傾けます


